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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年6月5日(2008.6.5)

【公開番号】特開2001-354719(P2001-354719A)
【公開日】平成13年12月25日(2001.12.25)
【出願番号】特願2001-120974(P2001-120974)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ  16/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ  16/24    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月18日(2008.4.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　ポリマー鎖が、式：
ＣＦＸ＝ＣＸＯＣＦ2ＯＲ　　　（Ｉ）
［式中、ＲはＣ2～Ｃ6直鎖状もしくは分岐状あるいはＣ5～Ｃ6環状（ペル）フルオロアル
キル基、または１～３の酸素原子を含むＣ2～Ｃ6直鎖状もしくは分岐状（ペル）フルオロ
オキシアルキル基であり；Ｒが上で定義したフルオロアルキルまたはフルオロオキシアル
キル基であるとき、これらの基はＨ、Ｃｌ、ＢｒおよびＩから選択され、互いに等しくま
たは異なる１～２の原子を含むことができる；Ｘ＝Ｆ、Ｈ］
のフルオロビニルエーテルから誘導される単位からなるフルオロエラストマー。
　　【請求項２】　ポリマー鎖が、式：
ＣＦＸ＝ＣＸＯＣＦ2ＯＣＦ2ＣＦ2Ｙ　　　（ＩＩ）
［式中、Ｙ＝Ｆ、ＯＣＦ3；Ｘは上記のとおり］
のフルオロビニルエーテルから誘導される単位からなる請求項１によるフルオロエラスト
マー。
　　【請求項３】　ポリマー鎖が、式：
ＣＦ2＝ＣＦＯＣＦ2ＯＣＦ2ＣＦ2Ｙ　　　（ＩＩＩ）
［式中、Ｙは上記のとおりである］
のフルオロビニルエーテルから誘導される単位からなる請求項１または２によるフルオロ
エラストマー。
　　【請求項４】　ポリマー鎖が、式：
ＣＦ2＝ＣＦＯＣＦ2ＯＣＦ2ＣＦ3　　　（ＩＶ）
のフルオロビニルエーテルから誘導される単位からなる請求項１～３のいずれか１つによ
るフルオロエラストマー。
　　【請求項５】　結晶領域の消失を引き起こすような量のフルオロビニルエーテルを用
いて、コモノマーと共に、請求項１～４のいずれか１つに記載したフルオロビニルエーテ
ルを重合することにより得られうる請求項１～４のいずれか１つによるフルオロエラスト
マー。
　　【請求項６】　フルオロビニルエーテルの量が１０モル％より高く、好ましくは１５
～２０モル％の範囲またはそれ以上である請求項５によるフルオロエラストマー。
　　【請求項７】　コモノマーが、任意に分子中に水素および／または塩素および／また
は臭素および／またはヨウ素および／または酸素を含む、重合性二重結合Ｃ＝Ｃを少なく
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とも１つ有するフッ素化された化合物であり、該コモノマーがラジカル開始剤の存在下に
（コ）ポリマーを製造しうる請求項１～６のいずれか１つによるフルオロエラストマー。
　　【請求項８】　任意の共重合性コモノマーが、フッ素化されていないＣ2～Ｃ8オレフ
ィン、好ましくはエチレン、プロピレン、イソブチレンである請求項７によるフルオロエ
ラストマー。
　　【請求項９】　コモノマーが以下：
－　Ｃ2～Ｃ8ペルフルオロオレフィン、好ましくはテトラフルオロエチレン（ＴＦＥ）、
ヘキサフルオロプロペン（ＨＥＰ）、ヘキサフルオロイソブテン；
－　Ｃ2～Ｃ8水素化フルオロオレフィン、好ましくはフッ化ビニル（ＶＦ）、フッ化ビニ
リデン（ＶＤＦ）、トリフルオロエチレン、ＣＨ2＝ＣＨ－Ｒ2

fペルフルオロアルキルエ
チレン
［式中、Ｒ2

fはＣ1～Ｃ6ペルフルオロアルキルである］；
－　Ｃ2～Ｃ8クロロ－および／またはブロモ－および／またはヨード－フルオロオレフィ
ン、好ましくはクロロトリフルオロエチレン（ＣＴＦＥ）およびブロモトリフルオロエチ
レン；
－　ＣＦ2＝ＣＦＯＲ2

f（ペル）フルオロアルキルビニルエーテル（ＰＡＶＥ）
［式中、Ｒ2

fはＣ1～Ｃ6（ペル）フルオロアルキル、好ましくはトリフルオロメチル、ブ
ロモジフルオロメチルまたはヘプタフルオロプロピルである］；
－　ＣＦ2＝ＣＦＯＸa（ペル）フルオロ－オキシアルキルビニルエーテル
［式中、Ｘaは：１以上のエーテル基を有する、Ｃ1～Ｃ12アルキル、またはＣ1～Ｃ12オ
キシアルキル、またはＣ1～Ｃ12（ペル）フルオロオキシアルキル、好ましくはペルフル
オロ－２－プロポキシプロピルである］；
－　構造ＣＦ2＝ＣＦＯＸbＳＯ2Ｆ
［式中、Ｘb＝ＣＦ2ＣＦ2、ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2、ＣＦ2ＣＦ（ＣＦ2Ｘ

c）［ここで、Ｘc＝Ｆ
、Ｃｌ、Ｂｒ］］
を有するスルホン酸系モノマー；
－　一般式：
ＲI

1Ｒ
I
2Ｃ＝ＣＲI

3－Ｚ－ＣＲI
4＝ＣＲI

5Ｒ
I
6　　（ＩＡ）

［式中、ＲI
1、ＲI

2、ＲI
3、ＲI

4、ＲI
5、ＲI

6は、同一または互いに異なって、Ｈまたは
Ｃ1～Ｃ5アルキルであり；
Ｚは、任意に酸素原子を含み、好ましくは少なくとも部分的にフッ素化された、Ｃ1～Ｃ1

8直鎖状もしくは分岐状アルキレンもしくはシクロアルキレン基または、（ペル）フルオ
ロポリオキシアルキレン基である］
を有するビス－オレフィン
の１またはそれ以上から選択される請求項７または８によるフルオロエラストマー。
　　【請求項１０】　式（ＩＡ）のビス－オレフィンにおいて、Ｚが、Ｃ4～Ｃ12ペルフ
ルオロアルキレン基であり、ＲI

1、ＲI
2、ＲI

3、ＲI
4、ＲI

5、ＲI
6は水素である請求項９

によるフルオロエラストマー。
　　【請求項１１】　式（ＩＡ）のビス－オレフィンにおいて、
Ｚが式：
－（Ｑ）p－ＣＦ2Ｏ－（ＣＦ2ＣＦ2Ｏ）ma（ＣＦ2Ｏ）na―ＣＦ2－（Ｑ）p－　　　　（
ＩＩＡ）
［式中、
ＱはＣ1～Ｃ10のアルキレンまたはオキシアルキレン基であり；
ｐは０または１であり；
ｍａとｎａは、ｍａ／ｎａ比が０．２～５の範囲であるような整数である］
を有する（ペル）フルオロポリオキシアルキレン基であり、
該（ペル）フルオロポリオキシアルキレン基の分子量が、５００～１０，０００の範囲、
好ましくは、１，０００～４，０００の範囲である請求項９または１０によるフルオロエ
ラストマー。
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　　【請求項１２】　構造式（ＩＡ）のビス－オレフィンにおいて、Ｑが、以下の群：
－ＣＨ2ＯＣＨ2－；－ＣＨ2Ｏ（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）SＣＨ2－
［ｓ＝１～３］
から選択される請求項９～１１のいずれか１つによるフルオロエラストマー。
　　【請求項１３】　式（ＩＡ）のビス－オレフィンから誘導される単位鎖中の量が、０
．０１～１．０モルの範囲である請求項９～１２のいずれか１つによるフルオロエラスト
マー。
　　【請求項１４】　基本のフルオロエラストマー構造が、
（１）　Ｃ2～Ｃ8のペルフルオロオレフィン、好ましくはテトラフルオロエチレン（ＴＦ
Ｅ）、ヘキサフルオロプロペン（ＨＦＰ）；
Ｃ2～Ｃ8のクロロ－および／またはブロモ－および／またはヨード－フルオロオレフィン
、好ましくはクロロトリフルオロエチレン（ＣＴＦＥ）およびブロモトリフルオロエチレ
ン；
ＣF2＝ＣＦＯＲt

f（ペル）フルオロアルキルビニルエーテル（ＰＡＶＥ）［式中、Ｒt
fは

、Ｃ1～Ｃ6の（ペル）フルオロアルキル、好ましくはトリフルオロメチル、ブロモジフル
オロメチル、ペンタフルオロプロピルである］；
ＣＦ2＝ＣＦＯＸtペルフルオロ－オキシアルキルビニルエーテル［式中、Ｘtは、１また
はそれ以上のエーテル基を有する、Ｃ1～Ｃ12のペルフルオロ－オキシアルキル、好まし
くはペルフルオロ－２－プロポキシ－プロピルである］；
Ｃ2～Ｃ8の非フッ素化オレフィン（Ｏ１）、好ましくはエチレンおよびプロピレン：
から選択される少なくとも１つのコモノマーと共に共重合されたＶＤＦをベースとするコ
ポリマー、
（２）　ＣＦ2＝ＣＦＯＲt

f（ペル）フルオロアルキル－ビニルエーテル（ＰＡＶＥ）［
式中、Ｒt

fは、上で定義したとおりである］；
ＣＦ2＝ＣＦＯＸtペルフルオロ－オキシアルキルビニルエーテル［式中、Ｘtは、上で定
義したとおりである］；
水素および／または塩素および／または臭素および／またはヨウ素原子を含むＣ2～Ｃ8の
フルオロオレフィン；
Ｃ2～Ｃ8の非フッ素化オレフィン（Ｏ１）：
から選択される少なくとも１つのコモノマーと共に共重合されたＴＦＥをベースとするコ
ポリマー：
から選択される請求項１～１３のいずれか１つによるフルオロエラストマー。
　　【請求項１５】　以下の基本モノマー組成（モル％）：
ＶＤＦ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５～８５
ＨＦＰおよび／またはＰＡＶＥ　　　　　　　　　　　　　０～４５
ＴＦＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０～３０
ＭＯＶＥ　　　　　　　　　　　　　１～４５、好ましくは５～４０
Ｏ１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０～４０
ＨＦＰ＋ＰＡＶＥ＋ＭＯＶＥの合計は最大４５モル％；または
ＴＦＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０～８５
ＰＡＶＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０～５０
ＭＯＶＥ　　　　　　　　　　　　　１～５０、好ましくは５～４０
Ｏ１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０～４０
ＰＡＶＥ＋ＭＯＶＥの合計は最大５０モル％
を有する請求項１４によるフルオロエラストマー。
　　【請求項１６】　フルオロエラストマーが、鎖中に、好ましくは反応性部位、すなわ
ちヨウ素および／もしくは臭素、好ましくはヨウ素を含み、ならびに／またはヨウ化およ
び／もしくは臭化連鎖移動剤を用いて、過酸化ルートで、任意に少量の上述のビス－オレ
フィン存在下、硬化可能な請求項１４または１５によるフルオロエラストマー。
　　【請求項１７】　以下の組成（モル％で表した）：
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フルオロエラストマーが、Ｏ－リング製造に使用される場合：
ＶＤＦ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４８～６５
ＨＦＰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０～３５
ＰＡＶＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０～６
ＴＦＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０～２０
ＭＯＶＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３～９
ＰＡＶＥ＋ＭＯＶＥの合計は１０モル％またはそれ以下である；または、
フルオロエラストマーが、シャフトのシールまたは燃料ホースを製造に使用される場合：
ＶＤＦ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０～４７
ＨＦＰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０～４０
ＰＡＶＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０～１７
ＴＦＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０～３０
ＭＯＶＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３～２０
ＰＡＶＥ＋ＭＯＶＥの合計は２０モル％またはそれ以下である：
を有するイオン性ルートで硬化可能な請求項１３～１５のいずれか１つによるフルオロエ
ラストマー。
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